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　　　　　叙事詩の宗教哲学

Mok§＆dharma－parvan和訳研究（XID一一

　　　　　　　茂木秀淳

〈Moksadhafma和訳1＞
　　　o

［21　＝L章】　　（可）．218章、　7881－7929）

ユディシュティラは言った。

（1）　いかなる行為によって、行為を知りダルマを知る2ミティラーの王ジャナカは、も

　　ろもろの世間的楽しみ（糠og蝕m勧U蜘）を捨てて、解脱に至ったのか。

ビーシュマは言った。

（2）　ここでも人は、この古課を語る。いかなる行為によって、行為を知る3彼は大安楽

　　に4至ったか（について）。

（3）　ミティラーの王であるジャナカ族のジャナデーヴァは5、死者を葬うもろもろの法

　　の思索に集中していた6。

（4）　彼の家には常に百人の師匠が住んでいた。彼等はそれぞれの教えを説き、種々の

　　異端の説を7語った。

　1本稿は『叙事詩の宗教哲学一Mok§a曲鍵騰a－parva11和訳研究（XI）一』（楢州大学教育学部研究紀要第94号

1998年8薄）に続くものである。略号などは前稿に準ずる。新たな略号は以下のとおり。
　のasgupta］Dasgupta，王｛istory　of王韮｝dlan　Philosophy，5vols．

　【Bedekar　1957｝8edekar，V．M，，　S撫dies　in　S⑪khya：Pa負ca≦ikha　a鍛d　Caτak註，　A80RI，38，1957，pp　140447．

　【8edekar　1957－2田edekar，V．M．，　Studies　in　S御k籍ya：丁轟e「艶ac臨｝gsofPa五ca忌ikha　in　the　Mah羅bh…職a，　ABORI，38，

1957，pp233－244．

　｛Bedekar　1961LBcdekar，VM，丁益e　doc頃11es　ofSvabh歪va　and　k烈a　l頂he　Mah互b醸ra【a　and　oごherold　Sa羅skrlt　works，

Journal　o負he　U撫versity　of　Poo…｝a，　Humanities　Sectio鎮，　pp，1一王6．

　［Chakrava践il　Chakrava癬，熱，　Origill＆婁｝d　Deve韮opme｝｝t　of　the　S護驚汰hya　Systenl　of　Thought，1951，Cakcut［a（Reprint

圭975Delhi）；

　2R　dharn1勾丘。　　D．賀10ks勾置0

　3P・綱五a捻○．　dharm寧a韮｝

　4m磁a鵬糠a鷺　Cp．　suk難a甲mok寧a【P，　mok§asya　bζah撮asukh展tmakatv亘t／yo　val　b擁鵬展tat　suk難am　itiまrut磯

　5jana（玉evas　　CIL　janakava寧6yaりn置m捻展ja（圭ev言掛　　Cs．　janadevall置II1甑／

　6aurdhvadehikadhar搬畿展m　　c£Ma…撚．玉L10，　Deussen：Uber　die　P伍。難te轟hl】｝geben，　we韮che　Uber　die　K6rper－

hchkeit　hinausfUhrell

　7R：・亘n巨pa興尋av紬nab　D．　n展韮｝ま≦ralnaniv且si：・aねCa．，Cs．：P細卿v盃sinab　P融蜘｝⑳L　v盈san置置cch盃dak盃り

stamb捻ak且r的／vasa議cch且da置le　vasu　stambhane　dhatvo麺／（Ca．　yad　v註nib≦reyasa甲pratl　villluk難atvena　pa§a想a－

vasan蕊va賦a舞／織臨ca　paica61khac置rv欲ab細dd植韮玉r再まsa“p極rvapak副（盃ripo　ma：1ya塾e／　Cll．　p蕊Sa麟av置slna　itl　pa聖he

P且§a辱¢盈nv匪sayallti瓢cch互dayanti　tiraskurva蹴重te　tath展1
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（5）　伝承聖典を重んじる彼は、死後の存在や死後の誕生についての彼らの断定（vini首caya）

　　について、さらにはアートマンの真理について8、満足することはなかった。

（6） そこへ、カピラ姓の9パンチャシカという名の偉大な聖者が、全地上を廻りつつLO、

ミティラーにもやって来た。

（7） 彼は、あらゆる棄却の教義のU真理の認識の定説に関して、その意味によく通暁

し、（その認識に）並ぶものなく、疑問を滅したる者である。

（8） 人々は、彼を、聖仙の一人であり、人間における（nrsu）欲望を終らぜ2、得るの難

しい究極恒常の安楽を求める者である、と言う。

（9）　彼（パンチャシカ）は、私が思うに、サーンキヤの教義に従う人々が言う、最高の

　　聖仙であり造物主であるカピラの姿によって、自ら人々を驚かしているのである。

（10） アースリの第一の弟子である彼は、長命であり五種の流れの中でB、千年間サッ

トラ祭を14行った、と言われている。

（11）　カピラの偉大な真理は15、座している彼に16近づき、人の姿をしてk7、未だ開示され

　　ていない最高の翼実を示しだ8のである監9。（c£｛Dasgup£al　vo1．1，王．ChapVII．pp．216f£；

　　［〕Bedekar　l　957］pp　140447；［Chakrava戯ij　p。102．）

（12）　ソーマ祭によって20完成し、タパスによってさらに高まった聖者（m脇i）21は、田と

　8翫matattve　Cs．盗matattva甲svarahasya町1／

　gk護P主圭eyo　Ganguli：the　son　of　Kap且a

　loparidh互van　　Cn．　par重dhavan　eka窪a　v互sarn　akurvan

　ΣLsarvasanny五sadhar斑護na珊　Ca．　sarvasa町myas盃h　vedasa騨y護s晦，　k展myaniSiddhasa卿lyasa掴aurdhvadalhikavya－

ti磁akarmamaぼasa騨yasa≦ceゆrak盃r哀り
　12P　avaska聡　Danvicc盤anta皿　Ca．　kam亘d　avasit段珊エyaktak亘mam　ity　artha摯　C捻．　k衰m巨d　avaskam　itl　p五聖he

yadζcchay盃sthitam　Cs．　k展m亘t　svecchaya理§v　avasi｛a恥環a織Sye頭skam

　監3paficasrotasi　Ca．，Cs．：paficasro芝as圭paficanad了sa切fio　sarpga磁e　　C難．　pa銭casrot衰邸i　viSayaked蚕rapra嘩蓑呈k澄yasya

tas蕪｝in　manasi　Cp．，Cs．＝yad　v盗細a諺叩r鋤alp，　r⑳alp　amanasi，mano　buddhau，buddhi6　ca　prakrta“，　prakτti≦ca　pu田§e／

14sa繊m（躍saεぼa搬＞Cp．　sa昏睡alak5・孕・tv互t　saぼ・m

　15k⑳1韮a罫p賑｝a輿aまa卑　　Ca．　k嚢pila甲kapilapra頃ta【p　j行亘narp　mapqala甲t句omap41adh五τitay衰puru蜘y護．．，　bod－

hay歴m銭sa／

　L6P　ta卑sam舗nam　D，　y鎗a　c葡nam　　「彼」（tam）が零すのは、アースリかパンチャシカか覇然としない。

第10詩賦の関係代名詞yam，　yaりは内容的にパンチャシカを上しており、これとの対応で考えれば、「彼」はパ

ンチャシカを指すと考えられる。ここではこのように理解した。しかし、第玉3詩節では、「カピラの真理におい

て」（ma翼ale　tasmin）不変なものを理解するのはアースリとされている。また、『サーンキヤ・カーリカー』の伝

える師々栢承によれば、カピラの後継者はアースリであり、これに依って、「カピラの真理」の1偵次継承を考慮

すれば、ギ鋤はアースリと考えることも可能である。
　ロpun煉vastham　　Cp．　punlsavas£h恥pum寧e　avasth護段vasthlIlr　yasya　ma】沁alasya／puru算塗照para群k加clt　s置

k盗鑓ha　iti≦ruteU（Katま｝a．　Up．1．3ユ1）／

　18P酌・dhayat　D．　nyavedayat

　19D．はRのab句とcd句の間に次の2行を挿入している。

　　pa5casrotasi　ni§P謎£a奪paficar置trav主6激ada睡／

　　pa廼C癖a奪pa五。晦pa負。謡kh鎗Sm麟aり〃

Hopkinsはこの偶に基づいて、パンチャシカをP且薮car甜a派の論師であるとみなしている。（限。ひkins　Great　Eplc］，

P．1∠レ‡．27．＞

20i寧些as・t脚a　Cn．　i§客asatゆa　atmay麟ella／

　2圭muniが指すのは、．アースリかパンチャシカかはにわかに判別できないが、前詩節のtamがパンチャシカを
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知照者の相違を22神の霞によって（devadar船naり）悟ったのである。

（13）　多様の姿をもって現れる唯一にして23不滅のブラフマン、かの不動なるものを、

　　アースリは彼の真理（マンダラ）において24理解したのである。

（14）　彼の弟子パンチャシカは、人間の乳で養われた。家長（アースリ）の妻にカピラー

　　という名のあるバラモンの女がいた。

（15）　その女の息子となって、彼はその二つの乳房から乳を飲んだ。その後彼は、カピ

　　ラ姓を得、そして確認とした認識（naiSlik㎞buddhim）を得たのである。

（16）　このように尊者は25、カピラ姓の26発生、彼（パンチャシカ）がカピラ姓に属する

　　こと、彼が最高の一切知者であることについて、私に語ったのである。

（17）　カピラ（篇パンチャシカ）は27、ダルマの知識の中で28共通にして29この上なきもの

　　を認識して、（ジャナカのところにいる）百人の師匠に近づいて、もろもろの議論に

　　よって悩ませた。

G8）　一方（tu）、ジャナカはカピラ姓をもつ者を見て、心を強くひきつけられ、百人の

　　師匠を追い出し、彼に従った。

（19）　よく（心の）準備が整い30、ダルマに従って敬礼する彼のために、（パンチャシカ

　　は、）サーンキヤとして規定されている（？）31最高の解脱を語った。

（20）　種姓（あるいは誕生）の厭離（jati－nirveda）を語った後、彼は行為の厭離（kar－

　　manirveda）を語った。行為の厭離を語った後、一切に対する厭離を語った。（［BedeRar

　　1957jp。141）

（21）　あるものを属的として行為（祭式）が行なわれ32、そして行為の結果が生起するよ

　　　うなものは33虚しく、信頼に値せず（anagV芝…S圭k：a）、滅し、動揺する無常のものである。

指すとすれば、パンチャシカを指すと思われる。ただし、次の詩節と関連して塘えれば、アースリを指すとも理

解でき、Ganguli，　De犠ssen，　Duttもそのように解している。しかし、その場合、内容的な問題が生じる。すなわ

ち、アースリは、第12難事の佃と引田者の相違」を知る者であり、第13詩節の「多様に顕現する畦一のブ
ラフマン」を理解する者でなければはならないが、内容的に両者は同一の看と考えられるであろうか。このよう

な不鮮明さは、14詩節以降の「パンチャシカのカピラ姓伝説」の導入に際し、アースリに言及する必要が生じ、

アースリにサーンキや説を帰したために生じたものであろう。
　22vyakIlm　Cs．　vyaktilp　vlvekadarヨallam　iti　y互v飢

　23ekakSara甲　　Cs．　eka撚av尊tiv坤ayam，　advayam　avik百」ram／

24照a顧le　Cp，鵬寧φale≦as嫁e

　25bhagav展轟　Ca．，　Cn．，　Cジ，，　Cs．：bhagava職搬i駄ka摯φey的sallatkum巨ro　v五

　26R　k置pileyaya　D．　k知lieyasya　Ca．，　Cp．l　kゆiley置yeti寧a§聖yarthe　catw£嬉

27R脚1聖・D脚欲a甲
　28R　dharm勾骸n且m　anu甑盈am　D．　d簸段斑…瞬03総nam　uttamam

　29samanya甲　Cn．　s盃艶巨nya⑳sarve写v盃ci観yeSu　samabuddhim／

　30paramakalyaya　Ca．　param撮（a蓋y匪ya　dτqh置ya　Cn．　sam磁h巨ya

　31Rya縫at　s護瞭雛ya甲vidh冨ya｛e　D．　yat　tat　s盗騨鼓ye　vld短ya毛e　Cn．　s巨副（hye　upal｝1§a欲巨廻e／vlδhTyate　apUrvataya

j耗亘pyate，　na　tu　yuktya　unn冨yaIe

　32Rkarmasa聯arg晦　　D．　dharma－

　33P毛ad　D，　tam　　qL　tarp　mo肱m　abravTd　iti　pUrve瞬nvaya絃
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（22）　眼のあたりに見えるものは滅すると世間の人が隅撃しているのに、伝承によって

　　「すぐれたものは存在する」と語ったとしても、（その人は）打ち負かされるであろ

　　う34。

（23）　無我とはアートマンの死であり、死と老いと病気は苦痛（kle鋤である。迷妄のた

　　めにアートマン（の恒久的存在？）を考えるならば、それはもっぱら正しくない考え

　　である。

（24）　しかしそうであっても、世間では生じないものも存在するではないか。たとえば35

　　「この王には老もなく死もない」と考えられるように。

（25）　（いやそもそも、あるものが）存在するのか、存在しないのか36、ということも、そ

　　の（存在するという）隅印が存在しない時に生じるのである。何に基づいて、人は、

　　世間の出来事の決定を語るのであろうか。醐に見えるものに基づいてであろう。）

（26）　この（存在するしないという）両者の37根本は直接知覚である。推論と伝承（の根

　　本）も38直接知覚である。伝承は直接知覚と異ならず39、推論は意味なきものである。

（27）　推論において（あるものが）存在する、と証明される時は常に、作られたものが

　　証明されているのである40。（しかし、）霊魂G｝va）は（作られたものである）身体とは

　　異ならない4圭、と無神論者の教義には（nastik魏am　mate）伝えられている（c£∫ohnston

　　P．45）

（28）　いちじくの木の細片の申における精髄（織as）、料理という行為におけるグリタ（？

　　gh⑫pakadhivasaaam）、誕生の記憶42、磁石、費長石、（火や砂などの）水を吸収する

　　もの43（は、霊魂が身体に他ならないことを示す例である）。

鱗bmvann　api　p鴫麟C・．無・hl　P・・勾it・り・ほdh・p・≦y・雌y・藍haり

　35P　tath互　D．　yat擁　　Cn．　ya｛1露r三五〇jaratv亘maratv蕊dya童r　upac亘ra　eva甲d嬉asuk難e　eva　svargopac農raり

36・stl繭Cひ．・sti・温・唖玉欲§y・te／k歌・豆・ety敏h的

　37etaryor　　Ca．　e塾ayoりast呈轟匪stipadayoり

　38kr装賦a藤yay的　N、　k噸飢aithyayoりa船顧…｝agay碑　Mo蜘rは、㎏衰齪aの駅語としてaco韮｝clusio謎を示し、

この箇所に書及している。

　39R　pratyak＄）hy五gamo’bhinnah　D．　pratyak§e唾ga騰。　bhi琵n鵠　abhinnaりという読みは妥当か。　D．はb短nn罐

と読み、N．は、　bhi懸罐を憤dhl£aと注釈している。伝承を否定するならば、　bhl船aと読んで、藏接知覚と対立

するので信頼できないとした方がよいのではないか。あるいは、異ならないので、一方は無意味と考えるか。
　40R　yatra　tatr農num五nピsti　kζtarp　bhav＆yatピpi　v展　D．　y段tra　yatr匪num銭ne’smin　kτta紛bh匪vayato’pi　ca　C箋｝．

bh亘vayataりk口a甲，　alam／bhavanay盃韮a恥ity　arthaり　Cp．　kζtam　Hnityam　acetanarp≦a薮r＆：茎1　bh衰vayate　s且dhayatl，　hetur　iti

忌eSa摯／歪arτrasyaiv＆vakSyam亘＝ヌa籍y豆yenacalan亘di　sidhyati／tasr顛。　chaδrad　a…｝yo　j1va　i£y羅stik亘nam蚕tmas儘v我vadi顛卑

mate　ya蔭s瞬a陰sa　na　bhav撫毛玉／

　4LPanyojτvaり≦a頁r＆sya　D，　n識yoj了Va廊a孟as翼　D．でなければ意味をなさない。

　戯R翼tismτtir　D．露t晦sm癬r　Cn．　smτtir　iti／tath五tarkamate　jaφayor　apy翫職a田a1玉asor　yog巨d句a¢a塞1　s町ti－

y五dir唾pa卑jfI盗Rr罫」護yate　tadvad　atr蕊pi　bhavおyatま

　43ambubhakSapam　Cs．　ambubhak§a腿恥vah：｝恥vi歪eSe聡vaφv衰gner　iva，　taptavaluk亘dayov衰jalarp　sa瑚hara爆1／（？

ものには、盤言なしに、独特の働きがある、ということか。あるいは、このような：事懸はありえないので、この

前提になることが蒼定される、ということか。いうことか。前春の引張を次の下節ともに、30詩節でパンチャ
シカが否定するようである。）
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（29）　（そうではない。）死後の身体要素の崩壊磯、神々への懇願45、死者における行為停

　　生、という以上のことは（霞に見えない霊魂が存在することの）認識基準である、と

　　確定している。

（30） 　しかしそもそも妬、何等かの形あるものの存在のためのこれらの理由は、［形なき

ものの存在の証明には1用いられない。不死なる（形なき）ものには47死すべき（形あ

る）ものと48共通なものは成立しないのである。

（31）　ある人々は、無知と行為が働く人々に再生が49あり、（再生の）原因は、貧欲と迷

　　妄、そして悪しき行為の50実行である、と欝つた。

（32） 彼らによれば、無知は地、行為はそこに蒔かれた種子である。渇愛（という種子

を）を芽生えさせるものは（種子にかける）水である5L。これが彼らにとっての再生で

ある。

（33）　心が、（身体から？〉引き離され52そして焼かれ、死を性質とする時53、別の身体が

　　その（身体？）から54生じる。人々は、それを生き物の滅55と言った。

（34）　その（新たに生じた存在）が、姿も56、種姓も、学識も（？）、目的も57（前の存在

　　と）異なるのであれば、どうして、その中に彼（前の存在）がいることになろう。従っ

　　て（iの、（両者の）関係は、結びつかないことになろう58。

（35）　またもしそうであれば、布施・知識・タパスのカ（の獲得）によって、いかなる満

　　足があろうか。ある人によって行なわれた行為は、すべて別の人が獲得するのであ

　　るから。

　鴫Rpretya　bhUt畿yay我≦　D．　p縦Ibh嵐e’tyaya謡　C諏．　p縦ya　bh綴盃毛yaya　l苞ゆ展Ihe，　m；tv互bh洩a漁≦aりky　arth的　　Cs．

bh〔it盗tyaya舞b捻嚢t段sya≦arTrasya　pralayQ　bhava毛呈

　45R　devat盃bhyupay含canam　　D．　devat薮dyupay巨canam　　N，　tath蕊一瞬varanlv聯yartha甲澱antrapratip亘dy蕊de－

vatほlok銭ya｛ike　登a　pr亘rt｝lya毛e　s展　ced　bh這taH｝ayτsy＝載　竃＆rh玉　9益aI匪diva〔i　dτ≦yate　s〔ik§laa蓉a！Trasya　！ok亘捻毛arasa！｝玉一

C亘rak照masy謎sv髄ar置t／

　46R　na　tv　　D．　na：｝v　　N．　eva那sva登｝ate　s展dhak豆ny　uktv潰parokt亘n　he頒薮蕊bi｝浅sayatl　nanv　et＆d圭毛重／

47P　ama鵬sya　D．　am醸asya

48Pa膿罎y＆sya　D．m甑e飛a

　ヰ9R　punarbhavam　D．　punarbhave　無知と行為をdvandvaに読むのは32煽に三つく。
　50P　dosan互m　ca　D．　dos融a窯隻tu

　sl鯵唾sa鱒a韮｝a…｝聞1　Slleha　N．噂⑫s識el｝a蜘y寧玉a爵p展　この比喩は、仏教文献に敬見される。以下の箇所は、室寺

義仁氏、榎本文雄氏のご教示による。Da6abhαmikasO臆（Buddhist　Sa：1sk撤短x芝s　NQ．7，　Darbha茎1ga，1967）p．3L20－21；

」．D．Schoening，銑εεδ～f3励z加∫励μα1三4ゴ∫∫1匁4加Coη〃π8η！α吻∫，　vols．11，　P．424，　Wiener　S雛dlen　zur憾betologie　ulld

Buddhlsm這sk慧1蜘，｝玉e食35．2，　W｛en　I995，；Ab巨ldharmako蓉a噸Upほy漁，　Peking　T填．179b5－180a6；Aめg瞳ara　Nlkaya

鍔Sedition　vQ！．1，p．223；雑阿含大正第2巻p．8c．ga．

　52R　vy｛idhe　　D、怠轟δhe

　53駐。癬雛｝ar聯dharmi11i　D．　bhillne　mara韮｝aδhar翻ni　D．に従えば、「（身体の要素が〉引き離され、焼かれ、分

離して、死を性質とする時」という意味になろうか。ci甑のないこの読みの方が理嘱しやすい。
　騒R’：那弓　D，’s恥街　Rではf別の身体が別の（身体？）から生じる」ということなるが、いずれにせよギ死

んだ身体から別の身体が生じる」という意味であろう。

　55sa［£vasa榔ay鱗CFI．　sa勲sa榔ayarp　m・k澗／sa芝藍vasya　d灘h盃ζ・ねsa榔ayaなsa田yagai‘varyaπ画rviSay掛

prav五hitva琴1　ka重va豆y征nl　ity衰hu1｝

　56R　sa　r巨pata≦　　1），　svar5pata≦

　57arthataり　　Cv．敬践触aりsukhabhokt“vatadabh蕊v蚕k骸yapray（増a11蚕。　ca

　58R　eva　sa珊ba韮x王haりsy互d　asa甲hita垣　　£）．　eva轄1　sarva甲va　syad　asa珊h註a鐸｝　　Cs．　asa甲hita奪asallnik鐸喜aり



28
信州大学教育学部紀要Nα96

（36）　その時には（すなわち他人の行為の結果をを得る時には）、ある人は、他の粗野な

　　人々によって59、（再生したとき）この世で苦しめられることになろう。楽をする人に

　　せよ、苦しむ人にせよ、それには（asya再生には？）、決まった規期が見られるので

　　ある60。

（37）　同様に（纈紘再生するのが別の身体であれば）、纏棒で身体を殺したとしても、そ

　　れは再生することになろう。そして、それは別の知識をもつので61、再生した者は

　　そのことを（殺されたことを）認識することはないのである。

（38）　人々は、季節、一年、太陰日、寒さと熱さ、快と不快とが、（交互に）過ぎ去るの

　　を見る。生き物の滅も62それと同様である63。

（39）　老齢によって囲まれ、また破壊者たる死によって囲まれたものは、老いて徐々に

　　力弱り、家（が滅するが）ごとくに、滅するのである。

（40）　感官、心、体風、血、肉、そして骨は、順番に滅し、その元素（dhatu）へと至るの

　　である64。

（41）　世事の規定65、そして布施とダルマの果報の獲得（？）66、そのためのヴェーダの

　　二葉と世間の慣習、

（42）　というように、正しい心には（行為のための）たくさんの理由が67ある。（従って）

　　こうでもあり、ああでもあると、何も理解できないのである。

（43）　このように考えっっ、あちこち走りまわる者の統覚（buddhi）は、どこに落ち着く

　　にしても68、そこで木（が朽ちる）ように69老いるのである。

（44）　このように利益と不利益によって苦しめられたすべての人々は、もろもろの聖典

　　によって7。、引かれて行くのである。象が象使い達によって（引かれて行くように）。

（45）　これら多くの価値なき（？）7L人々は、最終的な安楽をもたらす利益に執着して

　　いる。より大きな苦に至って、望みを捨てて72、死に支配されるのである。

59anyair　pr画tair　Deussen：塗墾。茎ge　des　von　andem　f懲her　Bega鼓ge韮蒸e轟（ρ’派細αfタ纏。．）

60R　dr蓉yo’py　asya　v童nirpaya舞　　1）．　dτ≦y置d癬yav撫藍r琴aya摯　　Cn．　dτ6yaりspa輿aり

　6裂ρ導hagjfi且na環ya（至anyac　ca　　Cv．　（rea｛景雲轟g　yad　aRyasya）anyasya　deh亘d　anyasya　pζe毛ayoni甲韮）r盃Ptasya　jfi蕊藏a甲

m護鵬ayarp　hirps川開av護n　iti　jfiま益a甲Pμhag　asti｛e難a　k激aOena／

62sa£tvasa榔ay雄C・．　sattvasa蜘aya舞」和as・藤・ayab
　63t匪（玉ζ歪a1｝　　Cv．麺utv亘dy践vasth五gacc駐ati，kalas　tu　na　n＆≦yati，　tath亘3τva…正長bh釜va睡／

　餌sv＆甲dh巨tum　upay盗痴　　Cs．　sva甲dh置tum　upay盃紙i　svasvakara摯e賎yanta　ity　artha紅／

　65R　lokay且tr且vまdも羅na賦p　　D．重okay亘tr亘vig難衰taき

　66P　dき：｝ad難armaphal亘ga無ゆ　　D．一P難a韮盗game

67h・t・v・極C・．　h・tava無karm盗蝋h義・曲aゆi≦顛i・噂・・d匿caraゆ護寧i／

　68aivi≦ate　　Cs．　niv捲ate　sth呈r互bhavati／na　v呈‘a毛e玉t玉v衰P誕ha辱／

　6gvτk争avat　　Cs．　vτk寧ava宅v護tandolitav丞婁avat

　70展gama海　Cs．豆gama沁k盃myakar！navidhibhib

　71Pv16ulk巨り　D，　vl甜錐ab　v16ulk蝕の語義不明。

　72hitvami寧a卑　　Ga穀guli：forc玉bly　torn　ffo魚庸elr　coveted　meat
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（46）　長く生きることのない滅する者にとって、親戚や友人を得ること73が何になろう

　　か。一切を捨てて進む者は、瞬時に去って、戻ることはない。

（47）　常に身体を護っているのは地・空・水・火・風であると、このように観察した後、

　　いかなる歓喜が生じようか。この滅する者（身体）には、安息所はないのである。

（48）　この欺隔なく偽りなき74、最：高の至福であり、自己を観察する言葉を吟味した後、

　　驚いた王は、再び質問するために進み出た。

〔212章］（置219章、7930－7983）

ビーシュマは言った。

（1）　ジャナカ族のジャナデーヴァは、すぐれた聖織によって知らしめられたが、しか

　し、もう一度、死後における75（霊魂の）有無について質闘した。

（2）　「尊者よ、死後76、ある人に（のみ）意識があるとするならば、（他の人々において

　は）知識あるいは無知は、いかなる相違があるのであろうか77。

（3）　一切が断滅の状態にあるのであれば、次のことを示すべし、再生族のすぐれた者

　　よ。正気の者と酩酊した者とには、いかなる相違があるであろうか。

（4）　存在する者においては78解体があり、滅する者において結合があるのであれば、何

　のために、聖訓によって79行為すべきなのか。この点についての正しい決定は何か。」

（5）　闇によって覆われ、病のごとく80惑乱せし者を静めっっ、再び詩人パンチャシカ

　は語った。

（6）　ここでは断滅の状態は（ucchedanistha）なく、存在の状態も（bhav㎝isth展）ない。な

　ぜならば、この身体と感嘗と心の集合体は、行為においては（相互に）依存すると

　しても、互いに別なものとして存在するからである。

（7）　（身体を構成する）允素は8L五種に別れる5（それらは）虚空、風、火、水、地であ

　　る。これらは、自性によって82（集合して）存在し、自性に従って分離するのである。

　　（c£［］Bedeka匪1961｝，　PP．14－15．∫ohnston，　PP．67－68。）

　73P田恵aparigraha16　D，　bhi船aparigrahai≦

　7㌔nupadhi　v展kyaln　accha玉alp　Cn，　a韮搬padhi，bhramavipralambh亘dir包hiI旦：簿vedam配akatvat／acchala！p　valdlkakar・

m廊卿van　na　may紬α亙akam〃Cs．　anupadhl／晦6益醜P護1鋤bhaいadrahitam
　75sarppar践y巨ye　Ca．，Cs．：sa叩par盗ye　ta毛tv勾阻napratibandhini　sa【頭aye　Cv．　s匪lppar哀ye雛ok寧avl争aye／mok籔

Sまdha韮まaya　mOk串ab盗d§an温ya　Cety　a賞haり　　N．　Sa珊pa■aye鵬ara塁e

　76R　yad　idam　pretya　王）．　yadi　na　pre窒ya

　77勲，D、　cd：eva珊sati　kim再茄m甲j五alla町1　v互k晦karlSya｛l　Ca．　etad　yadi　kasyacld　api　bhavati　tad義≦e曄⑫畢

麺nalp畷k｛甲kari畢yati　ab句はD．の方が質問の趣旨はわかりやすい。すなわち、　fもし死後だれにも意識がな
いのであれば」。c£8由Upa　2．4．12（叢a　pretya　sa切行且sty　are　b寿avτ／1室泌。嘔ca　y獅avalky罎／）；［Hopklns　Gfeat　Hpic】，

P．149，fぬユ．

　78bhUte＄u　　N．　bh〔ite騨〔圭玉vyahgan蕊d茎§羅

　7gR　k且lpena　D．　ka至pyeta　CpP．　papm盃kalpena≦護s毛re華a

　80iva　c護雛ra鵬　Cp．且tura撫uktipratyukt嬉嚢韮｝ya恥　Cs．　kartavyatamUφham

　8Ldh盃tavaり　　Cn．　dhlya£e　ni1Tyate　k護yam　e§v　iti　dhatava　upadan護n圭　　C茎）．　dhatavaりsarve曄やk血y哀琴巨甲v圭dharakaO

　82svabh五vena　C籍．　svabh羅vena　iti　s置甲khya斑a綴bhlpr経yena，　te串五m　T6varak灘ayor　abh置v亘t　j釣互n置聡coda訂11atvat

adr寧lasyaca簸ryatvena　k激a韮車pravartaka｛vat　svabh五vata　eva　gu口an温琳prav頭r　iti　matam　Cひ．　svas【順d　at驚ano　bh且va

udbhavo　ye鱒甲te　svabhavaりkarm勧i！karmabhy鱒1svab瓶vatゆavidy五y五り，織a　svakarmava‘㈱a　Cs．　svabhavena

svakarm瞬
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（8）　虚空、風、熱83、脂性、そして地からなるものこの五種の集合が身体であって、（身

　　体は）単一ではない84。知識と焦熱と体風の三種が行為の要件（karmas御9融a）であ

　　る85。

（9）　感富、感官の対象、自性86、意識（ceζa濾）87、心（manas）、呼気、吸気、変異物、そ

　　して元素88がここから（雄a行為の原因？）生じるのである。

（10）　耳、皮禽、舌、眼、そして轟が五種の感嘗であり、（これらは）心に従う89要素（g岬a）

　　である。

（11）　そこ（感官）では、認識（vl海na）と結びついた感受（veda熱a）が常に三種存在する。

　　その感受において、人は「苦である、楽である、苦でもなく楽でもない」と言うの

　　である。

（12）　音声、触感、穂、味、香り、そして（それらが属する）形あるものgo、これらの五

　　種、（あるいは）六種の要素は9L、死ぬまでの間に、知識を完成させるためのもので

　　ある。

（13）　それら（耳など）において行為を発し（？）92、あらゆる真実の意味の決定をするこ

　　と、それを93人々は、最高の種子にして94、統覚（buddhi）≧いう、偉大な不変なる

　　もの95であると言った。

（14）　この性質の集合をアートマンと見る者は、誤った見方のために（as㎜yagdar≦躍air）、

　　際限のない苦を静めることはできない。

（夏5）　アートマンは存在しない、という見解によっては、「私」は存在せず、「私のもの」

　　も存在しない。（アートマンが存在しなければ）擁に依存して途切れることなく96苦

　　の連続は存在することがあろうか。

　83u写m衰　Ca．　uSm衰t〔麺a摯，　bhukt哀n撚P盗漁din灘a頁rap灘aka極

　84c£MBh．X11．267，11∫α5ンα勧励1加観ン04εんψ

　85P　karmasaqlgrah鱒　　D．　k激yasa田graha垣　　Ca，　毛asy＆karma瞬単gamanagama：｝a（豆n蕊卑sa町1gr藏akatv衰t

k絋masa御grah亘kh頭　　〔Hop療鑓s　Great　Eplcl：丁益e　agg頚egale　causぬg　ac己lvlεy（p．翌49．31）c£8最G．1＆18

　86svabh含va≦　Ca．　svabh展va≦ca　svas搬ad　bh護vo　na　tv　anyasm亘d　iti　svabh澄vo煎ya衷膿衰

　87cetan巨　　Cs．　cetalla隷圭‘cay亘tm呈k盃bu〔玉dhi辱

　88dh謹t3va睡　　Cp，　dh浅毛ava摯≦a薮radhaJak護ity　a汽ha辱／yad　v羅‘m匪畢s巨sτkp雌yavi腿皿〔itrasn温y斌v至腿1Utrasa！幻fia｝（護1ゴsapta

　8g　P　cittapUrva甲ga職衰gu！ヌ恥　　D．　cittap温rva卑9軸簾gu瞬辱　Ca．　citta甲P廼rv＆理gamayatl　prerayti　etan　iti／gupa－

bh鷲t轟互纐…磁hatv護d　ete　g媒麟　Cp．　ci匙御Pほrva甲gamaya鵬clt毛a碑va恥gacchant1　v盃加anonug註ity　a賞ha摯／

蕊tm衰dhT職atv註（圭gup自尊　　c£Mahavya毛patt玉148450，799，6270；Sa彗lyutta　Nik展ya（PTS　editioa）voL5，　P護・13et　passim

　go　p　m巌rty　atha　　I）．芝R｛irtay＆摯　　C鷺．　mOrtaya麺rap亘話rayadravy盗1麟，　v展yv衰k二護≦ayor　am｛三r［a韮va忌ruter　b匪hyendr三yagr譲h－

yatvat／麟ca≦abdady護摯m面b励S歌ha岬9噸1｝vlsa蜘
9圭p廊a岬9噸Deusse籍：a互s臨f・der顧lt・i！1schu豆ss　der　Fu痴・装des巖a玉｝asl　als　sec薮s　Qua蓋lt銭tea　Cv．

（rea伽9蜘gU購蕪註aSiddhaye）manaS温Sa榔a1｝P釜琴1」舳｝endrly譲導gU：3ab擁⑲y勾」伽a騨aSya　Sidd慕aye
　92P　karma：｝lsarga≦　D．　karmavis㎎aき　Ca．（re駐ding　karmavis鍵ga話ca）vis邸go　vi≦i頭p購y乏rth蕊sτ§飾

93t・m　N．ta甲tattva嚢1忌cayam　C・．歪u㎞・甲

％肛・m・叩≦・捻・mCn．≦磁卿m・k写・b看・m

　95avyay且理　　Ca．　avyaya芝va卑avyayasy激manobodhahetutv翫
96
垂窒≠唐≠級・b・．　P・a・欲t註訓icchedy琶C・．　P…田く⑳・a誉y・蘭農
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（16）　この点について、ヂサムヤックマナス」（「正篇」）という97名の、最高の棄却の聖

　　典がある。汝の解脱のためにこれから語ることを闘くべし。

（17）　棄却とはこれまでに述べられたあらゆる行為の（棄却）である。當に誤謬に導かれ

　　る者にとっては、煩悩（kle≦a）が苔を運ぶものであると考えられる。

（18）　ものの棄却に関して祭式があり、享受の棄却に関して誓約（vrata）があり、安楽の

　　棄却に関して苦行（覧apas）への専心があり、一切の棄却において完成が98生じるので

　　ある。

（19）　その「一切の棄却」の唯一の道（蕪疲ga）が示された。苦の消滅のためには他（の道）

　　は悪しき道となろう。

（20）　心にあり（？ceξasi）マナスを六番目とする五種の知覚器官を述べたので、次にマナ

　　スを六番目とする99五種の行為器宮を述べよう。

（21）　手は行為器官であると知るべし。そして、足は歩行器宮である。（男の）性器は生

　　殖と歓喜：の、肛門は排泄器宮であるLoo。

（22）　発声器官はしかし、五種（の器官）に伴われた、特別な音声のための場所である

　　と蹴知られている。このような十一種（の感官）を心（m蹴as）は統覚によって解き放

　　つべし（？）102。

（23）　両耳と音声と心は、三つの聴覚要件である（tray的6rav鱒as御grahe）。触感におい

　　ても同様であり、色においても同様であり、味と香りにおいても同様（三者によって

　　把捉するの）である。

（24）　このように、これらの十五種の構成要素（gupa）は、その知覚のために主03三通りに

　　（働くのである）。それによって、三種の状態104が交互に生じるのである。

（25）　それらはサットヴァ的、ラジャス的、タマス的という三種である。そこにおいて、

　　三種の感受が監05、あらゆるものを手段として（？sarvasadhanaギあらゆるものから」

　　か）、生じるのである。（c£MBh．澱L187。28）

97R毛a猛a　sa窯｝y麟mano　D．a貸a　sanlyagvad益。　C蕪．　ha飢urgupan護且hejyotib≦as鵬pras羅曲a陰／saα薯yagvadhon盃ma

s渣甲khya醸s碇am／samya内勤aj玉。　iti　p日置he　sa磁yak　salpdehallirmukta皿mano　yeneti／

98sam盃pan蕊　Ca、　sa斑展pana≦a鐸r勘agam巨t　sa甲s詑asamaptil，　Cs．　sam蕊pa…｝a　sa珊s匪raniv顛1｝　Cv．　sam五pall亘

sa翔yagapanほbhagavatpr蕊ptir　bhavat圭

99｝λmanaり串a輿h置nl　D．　bala寒a麟勘i　Ca．　bala寧a寧lh置nTti　balamUlatv蕊t　karma導的婁a＄lha甲karme韮｝driyair　ava蓉ya卑

bala…装apck寧a1亘yarn、拠a鷺a　iva　budd難冨燕（iriyaio

loOBedekarは、ここまでに挙げられた原理を合計して、「パンチャシカは23原理を説いている」としているが、
購意しがたい。（［Bedakar　1957－21　p．237）

LOIP嚢abdavi6es互rtha琴｝ga雛甲　　D．一震ham　iti

Lo2R　buddhy護tv　ava鱒e韮孤anaり　王）．　buddhy琶”‘u　vis白en　manab

lo3taduρa至abd賑aye　　Ca．　yady　ap童ma韮まa　ekam　eva　sarvatra　tath置pi　up置dhib難ed護d　bh圭1mam　iti　b巨躯vaり

1σ4R　ye登a　yas　trividho　　更）．　yen亘ya題tr三v玉dho　　Cs．　trividho　bhava奪a義a琴汰激a麩

Lo5曾iv三d駐護vedan置　　C＆．　vedan蕊vedy践m蚕naりpピrtyad晦
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（26） 享楽脱、喜悦、歓喜LOフ、安楽、静かな心が、どこからかあるいはどこからともな

く生じるが、それが心のサットヴァ的な性質である。（c£MBh．XII．187．33，239。23）

（27）　不満、苦痛、悲しみ、食欲、そして苛立ち、これらは、原因がある揚合とない場

　　合とがあるが、ラジャスの員印である。（c£MBぬX王1，187．34）

（28）　無分別、迷妄、酩酊、眠気が侮等かの理由で生じるが、それら種々のものはタマ

　　ス的な性質である。（c£MBh．Xli．18735）

（29）　その中で、身体あるいは心において、喜悦と結びついたものが生じたならば、そ

　　れはサットヴァ的な状態が働いている、とみなすべきである。（c£MBh．X夏1．187，30，

　　Manu　12．27，　BombayXII　248［47｝20）

（30）　苦痛と結びつき、霞分の不満を作るもの、それはラジャスが活動していると、考

　　えるべし。（c£MBh．Xm　87．31，Ma餓u　12．2呂，　Bombay．X夏1．248［47L21）

（31）　あるいは、迷妄と結びついた、判然とせず判別できないものが身体か心にある

　　ならば、それはタマスであると見なすべし。（c£M8h．Xli，1包7．32，　Manu　12，29，　Bom－

　　bay．X【1．248［47墨．22）

（32）　それは耳に依存して存在し圭08、音声は耳に依存している。両者はまG9、起きている

　　者の場合でも、そうでない場合でもUO、音声の認識においては存在しない（対象で

　　はない）のである。

（33）　皮膚、眼、舌、五番鼠として鼻は、触感、色、味、香りにおいても同様である。そ

　　れらは意識（ce毛as）であり、そして意識はマナスである（？）m。

（34）　十の感官においては、翻分の行為と同時に（心は）存在する。心（citta）を十一番目

　　と知るべし。統覚は十二番闘となろう。

（35）　それらが伺時に存在しないならば湿、タマス的なものが恥断滅することはない114。

　　世間の慣習では（感官と心は）同時に存在すると認めらているn5。

圭06
垂秩浮・≠昼ﾈC・．　prah購・り・・m葡。亘曲

Lα7盃na！1da奪　　Ca．盗nanda尊a…｝yav玉§ayavyavartaka尊1　sukh践m

圭08P　tad　dhi≦ro面≦raya琴由h亘ta甲　D．≦ro繊環vyo鶏a≦虚a導bh環a租　D，の読み（「耳は窪問に依存して存在して

いる」の方がわかりやすい。Pではtadが何を指すのかわからない。第23詩飾ab句のci圭taか。
1091ユobhayaτn　　Ca．鍼Qbhaya恥≦abda麺≦rotraやca＿sa孤ar｛ham　　Cs、裏｝obhaya理6r◎鞍灘（匪6a（玉vayamapi

Hov羅茄nasyetarasyav置　Cv．　su寧uptida≦汲y五m㊤湘nasyaj盃gradavasth展y嚢理vij照n置syeti　bhヨva辱　N，　ubhaya畢vyo－

nla≦ro甘e　n麺fianasya　v呈＄ayau　na／＿　呈tarasya　v導轟衰熟羅d　aRyasy竃声a鍛asya　v譲v…Sayo≦roIr巨k渥忌au　na　b簸avata｝｝きabdasya

taduhay盃照nyatv護t／　Deusse轟：mag　dabei　das　Bewusstsein　lmanasi　t装tig　sehl　oder　das　Gege鼠el至statt伽den．

n総痴ceto　malla≦ca　ta宅　Cv．　yac　cetas｛ad　eva茎雛aa毎この句の意瞭不明

n2ほyugapadbh蕊ve　Ca．　ay君gapa曲h護ve’melake　e睡m≦a頁rきdyabh壼ve疑cchedo　mok寧ゆ

乏圭3PtamasaりD．　t亘mase

11㌔衰sti　tヨmasa摯　Ca．　t五maso磁sti　l　upalak§apatay配向aso’pi　n銭s毛i／s銭ttvika　eva　r置g亘dyapagam且t　sa畢bhava師

bhavaり
115匪s主hito　　Cs、盃sth嚢a　iti／ayugapadbh羅ve圭1i　pada阻／ξe§豆組ほyug＆padbh……ve議s左h三taヒ｝prar11〔iφ〕a垣激opitaりsa　uccheda睡

1aukika毎圭oka蚕）ras隻（玉dho　vyava難……ra摯
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（36）　三種のグナに伴われた者は、感温を解放しても、かつて知覚したものが至るのを

　　　　見て（？）l16、（夢の中で、対象について？）考えっっ、（対象に？）従うことはないu7。

（37）　タマスに損なわれ、すばやく動くLL8恒常でない心が、

　　　　た時U9、それを人々はタマス的な安楽（睡醤民）と言う。

（夢の中で）ある時、停止し

（38） 　　侮にせよ（夢の）出現に結びついたものを（悔gamas鱒yuktam）、完全に静めること

はない120場合は、虚偽であるタマスを121、明らかであるかのごとく122受け取るので

ある。

（39） 　　このように、この（夢の）要素（9Uηa）は自分の行為に依存するものである123と説明

された。要素は、ある人々にとっては、何等かの仕方で、正しく働くか、あるいは

ある人々にとっては、働かないのである。

（40）　このように、大我（adhy琶tma）を考察する人々は、この集合を聖24田と呼んだ。こ

　　　　れに対し、マナスの中に存在している状態は圭25、知慮者と言われる。

（41）　このような時、自性に従い、原因に基づいて存在しているあらゆる生き物に、断

　　　　滅があろうかし26、またどうして永遠に存在できょうか隻27。

（42）　川は、海に入ると、形と名前を捨て、自分であることに
　　　　（cfM囎d．Upa．3．2．8）生き物の滅（sattvasa甲k孚aya）も同様である。

限定しない128。

（43）　このような時、どうして意識は、死後再生するであろうか。

　　　　　（より大きなものの？）申で捉らえられている時に129。

霊魂は混ざりあい、

　n6R澁面y舞y　avas白yapi琶継v蚕pUrvarp≦rut亘gamam　D．1織drly恥y　api　s嚢k露国n毎l　d獣v義POrva≦醸agama｛

　正し7cintayan　nanuparyeti　　Cn．　cintaya職捻護捻磯）aryet三／職護茎）uru鋒摯svap轟adar奮tribhir　guりaiりsa銭v衰dibhir　yukta舞anu－

paJyeti　j且gradavastha拠a籍usarpcara縫svapne／k盗ye（f6r　k蕊le　in　37c）ity　uttarad　apa｝窮yate，　sve≦arTre　　Cs．　an犠parye雛

svakarmaphal且ny　a認satata甲pary盗ye摯a　gacchati

118P　samc蚕ram　D．　samh…忙a拠
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　11gR　k譲e　D，　k銭ye　Cs．無ye　uparata【p　k亘yam　ev互甲≦atve識a　n｝r瞭a甲karo韮1／｛a撮opahatatvat　svaゆpam灘ma駿。　na

j五n甜ty麟ha摯
　隻20R　nakτtsnam　upa≦互鵬yati　D．　na　kξcc絵ra照anupa忌yat1

12夏a瞭am　C紘（rea61轟9豆v婬・m）歪v脚孟・vy曲m　iva　andh田（aram　iva［ama取‘am・gu脚噸d・t［ejf紬

　L22vyaktam　iva　Cひ．　vyakta甲k衰rya恵arham；　Cv．　av婬am　avyaktam　iva　andhak激am　lva　tamaりtamoguりam秘p置da鉱e

jTvaり

　聖23ev乱m　eSa　prasa甲khyataりsvakar撫apra毛yayτgu13晦　　Ca．　eSa　tamo玉ak§apo　gupaりsvakar紐apratyay了，　svakarma

vy互P衰ra理prati　ayl　gamana≦τlaり　Cs．　svakarmapratyayT　svakarm．apar亙dhTnaり

　124sam熱銭ra恐　Ca．　sam熱…漁m，　bhUt盃disamudayam

　正25sthito　manasi　yo　bh亘v鋤　　Ca、　yo　bhav罐．　ab撚vavy琶v輿磯激瓢欲轟ya摯／etena　c翫v欲amata澱apastam／n諏mano

’b顯vaり，　m置nasapratyak鋒syoktatvat　1騙pl　j筋nanlv尊tirUpo　yath謹bauddhamatam　Cp．　b難avayati　pravartaya敦l　indrl－

y衰瞬te寧u　te串u　vi§aye寧v重tl　bh哀va恒svaparaprak五≦a巨tm置　Cv．　bh五vayati　sarvarp　dehavy蕊p激am　iti　bh夏v的sakSご

　126ka　uccheda紅　Cp．　acinmila轟e　tattv勾陥nam　antarepa　ka　ucchedaり

　L27≦…語vato　v衰ka癒arp　bhave£　　Cv．　jTvaり蓉…i話vata麺≦a≦vadeka韮）τak盈a摯駐激衰ya舞a穏kathaτp　bhavet

　128R照ca　sva綴環niyaccha擁l　D．　nad五≦ca｛灘i　yacc紘麟　　Ca．繊p雛ar　brahmaiveti　pratや蓑dayitum　aha－na　ca

svat展卑韮11yaccha登｛圭＿．．．　te　h孟矯匪SaJ〔五≦ipravi§妻a撚a㎏慧｛糞呈k嚢vad護P灘a｛as　tadrOpatay互P尊haganavab難匪sam葱無褒na　m盗＄atvam

ev盃paδy鐙te／eva搬翫mano’碧l　pζthagdravyab擁毛a舞ka魚a職alkyam匪s置dayeyψvyak血de雛穆s　ty勾a凪。’pi

　l2g　P　pra｛lsa獄搬16rlte　jτve　g輿yamane　ca　ma曲ya毛瞭　　D．jTve　ca　pratisalpyukte　g巾yam恥e　ca　sarvata摯　Cp．　sarva£a陰

sarvena　k麟vabhok白rtv亘d呈轟盗
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（嘱）　これを解騰の認識であると知って、本気で自己を求める人は、望ま1しくない行為

　　の結果によって汚れることはない。あたかも蓮の葉が水をかけられても（汚れない

　　ように）。

（45）　誕生の原困でありBo、運命的でもある多くの堅い罠から解放されたこの者は、苦

　　楽を離れ、解脱し、かの最高の境地に、（個人の）徴表なく醗、至るのである。ヴェー

　　ダ、認識手段、伝承、称賛によつで32、老死の恐怖を越えて横たわるのである。

（46）　善を滅し、悪を離れ、これらを原困とする結果が消滅した時に、執着なき人々は、

　　澄んだ虚空に徴表なくB3止まり、「大きなもの」を134見るのである。

（47）　例えば、（糸を）動き回っている蜘蛛が、糸がなくなった時落ちっっ存在するよう

　　に、解脱した者は、苦を滅し、石に勢いよく当たった135土塊のように消滅するので

　　ある。

（48）　鹿が宵い角を捨て、あるいは館が皮を捨てて、捨てた後顧みることなく進む様に、

　　同様に、解脱した者は苦を捨て玄るのである。

（49）　例えば、鳥が水に落ちた木を捨てて、（そこに）留まることなく飛び去るように、

　　同様に、解脱した者は、苦楽を捨てて、徴表なく、最高の境地に至るのである。

（50）　また、町が火で燃えているのを見た時に、ミティラの王は歌った。ヂここでは、私

　　の籾がらさえも焼かれない」136。実に、ミティラの王は、自らこのように言ったと

　　いうことである。

（51）　この不死の境地をL37、ヴィデーハの王はB8、ここでパンチャシカによって語ら

　　れ、確固とした意味を完全に見てとり、最高の安楽を得、悲しむことなく、（すべて

　　を）捨てたのである。

（52）　この解脱についての確定的な教義を語る者は、損なわれず融、常にそのように観

　　察し、災害を被ることなく、苦を離れ、解鋭するのである。ミティラの王がカピラ

　　に鴻近づいて解脱したように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶏98年／／月30日　受理）

Bo枢ｫanimittair　Ca，，Cp．：p燐盃韮｝imittai駐五dhibhautika癒

13Σalillg的　Cp．　tyaktalihga魚顧bhi㎜ana姫　Cs．　a韮ihga恥蜘頭d駄癖｝王opkl蓋｝sはこれを撚ga訟百r＆の意味に解

している。（爆叩kl韮｝s　Great£picl　p．151．21）Bedekarは。轟arakter翌essと訳しているが、対応する語をa玉ak興aとし

ている。（田edekar　l　957－2｝p．237）

圭32≦rutipram鋤亘gama獄ahgalai≦ca　Ca．，Cp．：mahga正ai章y句負e≦亘cy搬agovl籍da搬衰dhav衰ntake≦ave歪ety亘di　bhagavann

n屡互Ha　klrtinai麺　　Cn．　ma血gala恐s盃（玉hana甲≦am亘di　　Cs．　maぬga1亘a至…｝重ga巨峯av玉≦e曄摯

133a豆玉hga…募　　Cp．　a豆ihgam　aha甲k血anlam欲欲a韮玉ぬgara匿t艮賢1養tm廷na耳1　p＆蓉yad　　Cv．＆1ihgam，　li丘g＆deh駐rahitam

L34R　mahad　dhy　D．搬ahaty　Ca．騰ahad亘tm農svarΦaμ甲ararp　brahma　va／撮a顛d　dhy　asak撚lti　p舞he獄ahad

dhIty　atmavi≦e§anam／a纈匹11am　eva　sarvai6varyabh勇a琳s嬉ipralayasa燃a抽a韮P　Pa話ya煎宜y　arth癖　CM（readlng獄ahaty

我sak麟）m且ha毛l　sa理s衰re

135P　arccha駐？　D．ζccha…｝　N．ζcchaR　vegena　pr銭pnuval｝

i36R貰1a　khalu　mama　tu＄o’pi　dahya紀’tra　D．11a　khalu　mama揃dahyate’藍ra　kゆ。琵　c£MBh．XI1．17．18，17L56，

B．122フ6．4，J且taka　339，　G互th亘125，　Dhammapada　200，　Uttar亘d藪yaya照S．9．14

137a晦apada珊　Cp．　am4apada卑mok畢av頁caka卑芝a毛μ蚕ptlhe臓ka卑v巨

138R　vldeh瞬緯D．　ni≦襯ya廊
L39P照h了yate　D．　ma瞬）ate

圭40kapila甲　　N、　kap穀aτ罫kapilapra≦圭Syarp　Pa瓢ca≦ikham


